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岡崎嘉平太ゆかりの地を巡る旅 開催しました 

 令和元年夏休みミニ企画展「知ってみよう！行って

みよう！嘉平太さん史跡めぐりー岡山県編」の一環

で、令和元年10月5日(土)と11月9日(土)に岡崎嘉

平太氏ゆかりの地をめぐるバスの旅を開催しました。ま

ず1コース目の10月5日は、当館出発後吉備中央町

内の妙本寺で嘉平太氏の碑を見学しご住職の説明を

受けた後、嘉平太氏が通った大和尋常高等小学校

跡地を訪問。そして嘉平太氏揮毫の「吉備真備記念

碑」がある倉敷市真備町のまきび公園やまきび記念館、吉備寺等を訪問し、最

後に嘉平太氏が小学校時代を過ごした総社市へ。ここでは総社市まちかど郷土

館の浅野智英館長にご案内いただき、総社宮

や、嘉平太氏が暮らした居住地跡を訪ねました。

また2コース目の大和山山頂に建つ「望郷」の碑を

訪ねるコースは、まず菩提寺である吉備中央町の

妙仙寺を訪問、嘉平太氏のご子息方が贈られた

鐘を鑑賞後、標高608メートルの大和山を片道約1時間かけて歩いて登りま

した。天候にも恵まれ、紅葉し始めた吉備高原の山中を楽しみながら登山

し、山頂の嘉平太氏揮毫の「望郷」の碑前で記念撮影しました。その後、嘉

平太氏墓所を訪問し、道の駅かようで散策、帰館しました。 
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妙本寺、碑の前で住職からの説明 

旧大和小学校跡地を訪問 

大和山山頂｢望郷｣の碑の前で 
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岡崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える 第１８回講演会の開催 

 ＬＴ貿易(後のＭＴ貿易)とは、太平洋戦争後中国と正式

な国交がない状況下で、昭和３７年（１９６２）に始まっ

た日本と中国との覚書貿易のことで、半官半民ながらも後

の日中国交正常化へ道筋をつけたと言われています。この

貿易方法の原案を作成したのが岡崎嘉平太氏で、また原案

を作成するとともに、ＬＴ貿易を推し進める中心的役割も

担いました。この度の企画展では、岡崎氏がＬＴ貿易に関

わったきっかけや経緯、そして実際どのようにＬＴ・ＭＴ貿

易が国交正常化へ貢献したか等を写真やスクラップ帳からの

資料、日記等、ほぼ初公開の資料で紹介しました。また、｢岡

崎嘉平太がめざした世界平和への道を考える第18回講演会｣の

講師でもあった井上正也教授が深く関わられ編纂された、愛

知大学国際問題研究所所蔵ＬＴ・ＭＴ貿易関係資料全8巻｣も

企画展内で展示紹介いたしました。 

 

夏休みミニ企画展「知ってみよう！行ってみよう！

嘉平太さん史跡めぐりー岡山県編」開催 
 令和元年8月3日(土)～26日(月)まで

開催。岡山県に点在する岡崎嘉平太氏

ゆかりの地を紹介しました。出身地で

ある吉備中央町や、転居先の総社市、

また岡山市や倉敷市等、意外に知られ

ていない関係深い県内各地を地図や写

真パネルで紹介しました。またワーク

ショップとして、大きな岡山県地図を

設置し、来場者に出身地や訪問地に

シールをはってもらいました。また隣

室の｢嘉ぁちゃんの部屋｣では夏休みの

宿題の一助となればと嘉平太氏ゆかり

の地に関する本を取りそろえた臨時の 

図書室も開設しました。 

 

岡崎嘉平太没後30周年記念・秋の特別企画展 

「日中国交正常化の礎ーＬＴ・ＭＴ貿易と

岡崎嘉平太」の開催 
 

令和元年９月２２日(日)～１２月２７日(金) 

 令和元年10月16日(水)岡山大学創立五十周年記念館金光ホールにて｢岡崎嘉平太が

めざした世界平和への道を考える第１８回講演会｣を開催しました。 

 岡崎嘉平太記念館では、日中友好や世界の平和に尽力した岡崎嘉平太氏の功績や

生き方を学ぶために、開館以来、毎年講演会を開催しております。本年は、日中経

済協会理事長をつとめられ日中の経済関係に造詣の深い岡本巖氏と現代の日中関係

を研究しておられる成蹊大学法学部教授の井上正也氏を講師にお招きし開催しまし

た。両先生からは日中間が抱える現状問題や、日

中国交正常化の礎となったＬＴ貿易について知ら

れざる事実も踏まえわかりやすく講演していただ 

きました。 

 当日は県内外から80名の参会者があり、両先生 

のご講演に聞き入っておられました。 
  

 ※講演の記録は冊子にまとめ発刊し、ご希望の 

 方には頒布いたします。詳しくは岡崎嘉平太記  

 念館までお問合わせ下さい。 

 

会場風景 

 

岡本 巖 先生  

井上 正也 先生  

 

｢第13回嘉平太が愛したふるさと岡山写真展｣ 

 令和元年8月5日(月)～11日(日)まで、岡山市の岡山県天神山

文化プラザで全ての応募作品を展示しました。 

岡山大学創立五十周年記念館金光ホール 

特別企画展会場 



 今年度の特別企画展でも取り

上げた｢ＬＴ・ＭＴ貿易｣に関

わってこられた方々が中心となって毎年｢覚友会｣を開催され

ています。岡崎嘉平太記念館の職員も毎年参加させていただ

いており、今年で５回目となりました。今回も岡崎嘉平太氏

の薫陶を受けてこられた方々とのお話や交流をさせていただ 

きました。 

 

｢覚友会｣に職員が参加 

参会者の皆さんとの集合写真 

 ※｢嘉ぁちゃんの部屋｣は主に町内の

団体及び住民などによるコミュニティ

づくりや地域振興などの活動の利用に

より、学習の場、憩いの場、ふれいあ

いの場、作品発表の場を提供、支援す

るための施設で、どなたでもお気軽に

ご利用できます。 

｢嘉ぁちゃんの部屋｣で地元の皆さんが展覧会を開催  

｢気のむくままに布あそびー奥村さんのオリジナルバック展｣
令和元年10月2日(水)から14日(月)まで開催。吉備中央町在住の奥

村泰子さんが長年制作されてきた、パッチワークや様々な布を組み

合わせて作られたバックや壁掛け等約30点を展示。色とりどりの作

品が並びました。 

令和元年度 吉備中央町中学生国際交流研修団報告会開催  

 令和2年1月25日(土)、研修団のメンバー7名に 

中国・淮安市での研修報告をしていただきまし

た。吉備中央町と中国淮安市は、同町出身の岡崎

嘉平太氏と同市出身の周恩来総理を縁に両自治体

が1993年に友好提携協定を結び、双方の中学生が

ホームステイなどの相互交流を続けており昨年は

町内の中学生が淮安市を訪れました。また元吉備中央町地域おこし協力

隊の井上ゆき美氏に、国際交流を軸としたご自身のご経験等をお話いただき大変意義深い会となり 

ました。当日は約50名の出席がありました(吉備中央町国際化推進協会共催)。 

｢吉備高原清和荘絵本プロジェクト・創作絵本『かくしごと』～ミー

ちゃんとクロくんのデート～展｣令和元年10月19日(土)から11月17日(日)

まで開催。吉備中央町内にある吉備高原清和荘の皆さんが物語も絵も創り

あげたオリジナル絵本の原画約50点を展示しました。初めて絵を描く方も

多かったそうですが、とてもユニークで表情豊かな作品が、多くの来場者

を魅了していました。 

｢ー米寿記念－銭本遊舟書展｣令和

元年11月23日(土)から12月22日(日)ま

で開催。吉備中央町在住の銭本功さん

の作品約15点を展示。百人一首や古今

和歌集等、多彩な作品が並びました。 

｢第1回森の宝石ブッポウソウ絵画展｣ 令和2年1月5

日(日)から13日(月･祝)まで開催。吉備中央町等に飛来

する絶滅危惧種の渡り鳥ブッポウソウを題材にした絵画

コンテストを住民団体｢ブッポウソウ吉備中央町会｣が実

施、昨夏、作品を募集し町内の小学5，6年生から60点が

寄せられました。 

令和元年度 吉備中央町図画展 
令和2年１月１１日(土)から２０日(月)まで

県の児童生徒絵画展町審査会(小学生)

及び赤磐ブロック審査会(中学生)で佳作

以上の賞を受賞した、町内の児童・生徒

及び幼稚園児の優れた作品を展示しまし

た。 

講師の井上ゆき美さん 

報告する中学生 
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吉備高原学園高等学校 生徒作品展 
 

令和2年3月1２日(木)～4月6日(月) 
 

 

 

 専門コースに所属する生徒の皆さんが授業や部活動等 

 で制作した主に陶芸や漆芸、木工工芸作品を展示します。 
     

      展示場所：岡崎嘉平太記念館企画展示室 

第１4回 嘉平太が愛したふるさと岡山写真展  
 

 

※応募締切は令和2年3月2日(月) 

展示期間  

令和2年４月１6日(木)～６月１8日(木)   岡崎嘉平太記念館 

7月14日（火）～19日（日） 岡山県天神山文化プラザ（岡山市） 
 

 応募された全作品を展示します。  

来館くださいました  吉備中央町内の津賀小学校、下竹荘小学校、豊野小学校、御北小学校、

吉備高原小学校の４年生の児童の皆さんや先生方が授業の一環で来館下さ

いました。学芸員による紙芝居や、館内説明、クイズ等で学習した後

ＡＮＡオリジナルの紙飛行機を作って飛ばしたりと約1～2時間程滞在

しました。当館では郷土の誇りである岡崎氏について子供達にしっか

り伝えていきたいと出前講座も含めて教育普及に努めています。 

日めくりカレンダー令和元年12月から

令和2年1月にかけて、県内大手書店に

て、当館オリジナル日めくりカレン

ダー｢遺墨日めくり岡崎嘉平太の心｣を

置いていただきました。各日ごとに一

点ずつ岡崎氏の遺墨を紹介、毎月毎年 

お使いいただけるカレンダーです。 

｢高碕達之助に学ぶ会｣の皆さん 

 

燻蒸
くんじょう

作業を行いました 

令和元年8月2日(金)には吉備中央町教職員町内施設巡り研修で、先生方25名がご来館下さいました。また同

月12日(月)には、国立吉備青少年自然の家へテニス合宿に来られた小中学生の皆さん38名が来館下さいまし

た。9月9日(水)には大阪府高槻市より｢高碕達之助に学ぶ会｣の皆さん約25名がご来館下さり、学芸員による

説明を受け見学下さいました。また、12月18日(水)には中国青年実業家14名の皆さん、令和2年1月26日(日)

には｢“吉備高原”冬にあったかぽかぽかキラキラツアー」にご参加の皆さん26名がご来館下さいました。

ありがとうございました。 

 

 編集･発行：岡崎嘉平太記念館 
 

 〒716-1241 岡山県加賀郡吉備中央町吉川 
        4860-6 きびプラザ内 
 TEL 0866-56-9033 FAX 0866-56-9066 
 HP http://www.okazaki-kaheita.jp 
 Eﾒｰﾙ okmh@okazaki-kaheita.jp 

『岡崎嘉平太さんとの思い出』を募集します 
 

皆様から岡崎嘉平太氏との思い出を募集いたします。
お寄せいただいたエピソードや写真の一部は当館が
主催する行事等で紹介させていただくこともありま
す。メールの方は上記「お問い合わせ」フォームから、
またFAX、郵便等でもお受けいたします。是非ご協力下
さい。   

－訃報のお知らせ－ 
 

令和元年10月3日に、岡崎嘉平太氏ご長男の岡崎

彬氏(享年89歳)が亡くなられました。生前は当館

の運営・企画等にも大変ご尽力いただきました。 

謹んで御冥福をお祈り申し上げます。 

 令和元年7月中旬に当館にて燻蒸
くんじょう

作業

を行いました。燻蒸とは、収蔵資料の害

虫駆除及び殺菌等を行い貴重な資料を守

る作業のことです。 

中国青年実業家の皆さん 吉備中央町教職員町内施設巡り 

出展しました 令和元年10月20日(日)倉敷

市芸文館で開催された｢第29回倉敷国際ふれ

あい広場2019｣に出展しました。嘉平太氏の

生涯や功績をパネルやパンフレットで紹介

しました。 

講演しました 令和2年1月23日(木)に

岡山県郷土文化財団評議員の河田啓子元

館長が嘉平太氏の母校でもある県立岡山

朝日高等学校で行われたボランティア講

座で、約400名の生徒の皆さんに嘉平太

氏の生涯や功績を紹介しました。 

“吉備高原”冬にあったかぽかぽか 

キラキラツアーの皆さん 


